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１．研究目的 
 本研究は、傷病を抱えて入院する単身生活者の社会的孤立の実態について明らかにしようとするもの
である。さらに、孤立問題への社会的対応の現実を踏まえて、孤立した単身生活者に対する社会政策の
課題を明らかにしたい。 
 
２．研究の背景 
 急性期医療を担う病院では、身寄りがないなど社会的に孤立した患者に対して様々な支援が行われて
いる。特に退院に向けた療養の場の選択や確保をめぐって、成年後見制度や生活保護制度、老人福祉法
などが活用されることもあるし、それに加えて、保証人代行団体や無届施設などが利用されるような場
面もあり、人としての権利が保障されているとはいいがたい状況である。介護が必要となる原因の多く
は傷病であり、しかも脳卒中や骨折など入院を必要とする傷病名も多い。貧困ビジネスにつながるリス
クのある社会的に孤立した入院患者の実態を明らかにする必要がある。 
 また、社会的孤立にかかわるピーター・タウンゼントの研究、それに影響を受けた日本における社会
的孤立研究も同様に、調査においては客観的指標をもうけたうえで人とのつながりを聞くことが基本と
なる。しかし、アンケート調査、面接調査いずれにせよ、結果は被調査者の回答の仕方にゆだねられる
ため一定の非科学性が否定できない。より客観的な指標を用いた社会的孤立の実態把握が求められる。 
 
３．研究方法 
大都市近郊にある A病院において、2013年 2月 1日から 28日までの 28日間に入院した患者 1136
例のデータを調査の対象とした。それは、急性期医療を担う A病院において、退院援助のスクリーニン
グシステムを見直すために抽出された患者の基礎データであるが、病院長の承諾を得て二次利用した。 
単身世帯について、年齢層、性別、診療科、家族構成、傷病名、入院申込書における保証人の有無、
医療費区分などについて統計処理するなかで、単身入院患者の社会的孤立の実態を分析し、孤立問題へ
の社会的対応の現実を踏まえて、社会政策の課題について考察した。 
 
４．調査結果の概要 
 入院患者 1136例のうち単身世帯は 120例あった。そのなかで「入院申込書」の保証人欄に署名のな
いものが 19例ある（入院患者の 1.7％、単身世帯のうち 15.8％）。これらは、入院時における病院の要
請にもかかわらず、来院する家族もなく、保証人を用意することも適わなかった事例であり、社会的に
孤立した状況にあったといえる。 
さらに、この単身世帯について、保証人の「ある群」と「ない群」それぞれの経済的状況を把握する
ために医療費区分を確認したところ、19例の保証人の「ない群」においては「上位所得世帯」は存在せ
ず、「生活保護受給世帯」と「市民税非課税世帯」が集中し、「ある群」と比較すると明らかな偏りが見
られた。以上の結果は、入院患者において社会的に孤立するものは、所得階層においても相対的に低位
にあることを、科学的に示すことになる。 
 
 以上の調査結果から、社会政策の課題を考察した。論文を執筆中である。 
